










研究目的  

昨年度,我々は乳児ビタミン K 欠乏性出血症発症例において肝障害を高頻度に認めること

より,本症の発症要因として肝障害が重要であることを報告した。肝障害によってビタミン

K 依存性凝固因子の欠乏状態をきたす原因として,肝臓における蛋白合成能の異常,胆汁流

出障害によるビタミン Kの吸収異常のふたつが考えられる。今回我々は,前記のいずれが,

より本症発症に関係を持つかを明らかにする目的で本研究を行なった。 


